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帰りたい場所、つくりたい。 
ほんとうの自分に戻れる、得がたいスペース。 

家族との絆がさらに深まる、心地よい空間。 

フージャースの提供するライフステージが、 

そんな“幸せを育む場所”になれたら、 

これ以上うれしいことはありません。 

私たちは、常にお客様の声と真剣に 

向き合う「住む人主義」を貫きながら、 

永く深く愛される住まいづくりに努めています。 

いつも自分らしく暮らせる、 

そして明日への活力を生み出してくれる家。 

そう、フージャースはあなたの帰りたい場所、つくりたい。 
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　当社は、2002年10月、設立７年10ヶ月でJASDAQ市場に株式を上場することができました。その結果として、社
会的信用を大幅に向上させるとともに、中期的な事業拡大に向けて資金調達の新たな選択肢を得ることができま
した。 
　当期の業績につきましては、売上高11,535百万円（前期比195.7％増）、経常利益810百万円（前期比69.0％
増）、当期純利益477百万円（72.9％増）と大幅な増収増益を達成することができ、当期における引渡戸数は569
戸となりました。 
　その内訳を見ますと、当期において、販売代理から自社分譲・共同事業へと事業取組の形態が大幅に転換して
おります。これは、人材や資金調達力などの経営基盤が、前期に比べてより一層強化されたことによるものと考えて
おります。 
　また、期末における完成在庫も１戸を数えるのみとなりましたが、これは当社の特徴である女性スタッフによる主婦
目線での商品企画や精力的な営業活動によるものと考えております。 
　同じく10月には、マンション管理事業への展開を図るために「株式会社フージャースリビングサービス」を設立し、
顧客の要望を受け止める体制を整えました。 
 
 
　当社の属するマンション分譲業界につきましては、この10年間ほど「大量供給の時代」が続いてまいりましたが、
今後は「選別化の時代」へと転換し、市場規模は緩やかなる縮小傾向で推移していくものと認識しております。 
　そして選別化のポイントとしては、立地や価格に加えて、住まいそのものの商品企画がこれまで以上に重要になっ
てくるものと考えております。当社では、「住まいを豊かにする」という経営理念を実行するべく、より一層「住む人主
義」での商品企画を徹底してまいる所存であります。 
 
 
　当社は、「企業の永続性」を経営の重要課題として認識しており、リスクマネジメントに基づき成長と経営基盤の
強化を両立していく方針であります。 
　このような方針のもと、当社が目標とする経営指標は、売上高・経常利益の年率20％以上の成長、自己資本
比率20％以上、完成在庫ゼロの継続であります。また、年間引渡戸数を2006年3月期に向けて1,000戸にまで拡大
することを目指します。 
　また、将来的には「株式会社フージャースリビングサービス」や「株式会社フージャースハート」を含めた当社グルー
プ全体で、「住まい」から「暮らし」へと事業領域の拡大を図ってまいりたいと考えております。 
 
 
　当社は、株主の皆様との信頼関係構築にあたり、次の３点を重視しております。 
　１点目は、株主の皆様への利益還元です。業績に応じた配当を行うことをその基本方針としており、今後において
も配当性向15％以上を維持し、利益計画を達成することで利益配当の充実を図っていく方針であります。 
　２点目は、企業価値の向上です。株主の皆様から預託していただきました資金を効果的に活用して事業を推進し、
企業価値の判断尺度として時価総額の増大に努めてまいります。 
　３点目は、ディスクローズの充実です。タイムリーで、かつフェアーなディスクローズに努めてまいります。 
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
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事業規模が20億円のマンション分譲事業

を、取り組み別に、売り上げ・利益を比較

してみると、右記のグラフのように、各取り

組みの特徴が見えてきます。当社では、メ

リット・デメリットを認識した上でバランスの

とれた事業構築を行っています。 

 
※これは収益モデルであり、実際の事業収支とは異なります。 

共同事業を効果的に活用し、事業

規模の拡大に伴う有利子負債の

増額を必要最低限に抑えております。 

2006年3月期には、 

供給1000戸体制を 

確立します。 
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自社分譲 

共同事業 

販売代理 

リスクマネジメントに基づく、成長性と安定性。 

フージャースは、プロジェクトごとに最適なパートナーと手を携え、ビジネスを進めています。常にベストパートナーシップを結び、各々の会社の強みをコーディネートすることで、

最大限の利益創出を図ります。その成果は、確実に成長を続けている業績からも、お分かりいただけるでしょう。時代の波に左右されない、柔軟性に富んだ手法でお客様に

安心できる住まいをお届けしているフージャース。これからも、この多様な事業形態をより発展させながら、いっそうトータルバランスに優れ、かつ成長力にあふれる企業

として、躍進を続けていきたいと決意しています。 

当社は単独で事業主となり、業績の拡大と自

社ブランドの構築を図ります。事業用地の取得

費を金融機関からの借入により調達することが

多く、有利子負債増加の要因になりますが、

売上高及び利益の拡大を図ることができます。 

当社は共同事業先とともに事業主となり、事

業リスクの低減を図ります。事業用地の取得

費は共同事業先が調達することが多く、当社の

有利子負債増加を抑制することができるとと

もに、自社分譲よりも売上高利益率が高くな

るため、資本効率の改善を図ることができます。 

他社を事業主とし、当社は販売代理を受託しま

す。販売業務だけではなく、事業用地の選定な

ど企画段階から当社で行うことで、当社は事業

リスクが限定された中において、ノウハウを蓄積

することができます。 

当社は、「企業の永続性」を経営の重要課題として認識しており、常にリスクとリターンのバランスを勘案し、永続的な成長と経営基盤の強化を目指していく方針であり、

この方針に基づいて事業構築を進めております。 

自社・共同・代理　事業取組の構築 
 
 

事業内容 

資金調達 

特 徴  

自社分譲 共同事業 企画提案型販売代理 

他社を事業主とし、 
当社は販売代理を受託 

 
大半（土地代金）を 
共同事業先が調達 

 
 営業利益率が高く、 

資本効率改善 
利益絶対額が大きい 
（成長エンジン） 

事業主が調達 

事業リスクを負わない 

当社単独で事業主 

当社が調達 

他社との共同事業 

 

■経営戦略～ポートフォーリオ戦略～ 

■財務トピックス 

（自社分譲） （共同事業） （企画提案型販売代理） 

推定取扱高20億円（4,000万円×50戸）の場合 ■収益モデル 

■ポートフォーリオ戦略の中期戦略 

 

■取扱戸数構成 （2003年3月期） 
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当社は、顧客満足度を常に意識した商品提供を柔軟な姿勢で心がけております。現在は3つのシリーズブランドを展開し、それぞれ特徴を持った商品企画で、顧客の

多様性への対応を進めております。 

マルチブランドの構築 
 

真の安らぎとステイタスを 
わが家に求める 

エグゼクティブのための住まい。 
 誰もが憧れる住宅地にエグゼクティブが本当

の自分を取り戻せるプライベートスペースを。

住まいに何よりもステイタスと豊かな価値を求

める「声」を反映したシリーズ。 

恵まれた環境の中で子供たちをのびのびと育

てたいファミリーのための生活スペース。家

族のつながりを重視した上質でリーズナブル

な住まい。 

人生のさまざまなステージで、 
自由なライフスタイルを 
満喫するための生活基地。 

のびやかな環境の中で 
家族との生活シーンを 
豊かに彩るために。 

「ステイタス」 
「プライド」 

高所得ビジネスマン 
医者・弁護士等 

80～90㎡ 

30～40戸 

6,000万円台 

「自由」 
「こだわり」 

シングル・ディンクス 
アクティブシルバー 

40～60㎡ 

商品ごと 

3,000～4,000万円台 

「子育て」 
「夢のマイホーム」 

地元勤務の 
ファミリー層 

80～100㎡ 

100戸 

2,500万円台 

仕事も趣味も自分流に愉しみたい都市生活

者のための生活スペース。交通アクセスに優

れた人気の立地、瀟洒な外観、ニッチ収納に

代表されるこだわりの空間演出が特徴。 

ライフスタイルに 
おけるキーワード 

ターゲット属性 

専有面積 

戸数規模 

中心価格 

フージャーススタイルで「住む人主義」を貫いています。 
お客様お一人おひとりに理想の住まいをお届けするために。 

デュオヒルズ御殿山 

デュオ井の頭公園 

ウィズ稲毛 
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